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13．伊勢崎市民病院における腹腔鏡下前立腺全摘除術
竹澤 豊，大山 裕亮，悦永 徹
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【目 的】 伊勢崎市民病院では 2010年 4月より腹腔鏡
下前立腺全摘除術を開始した. その成績について報告す
る.【患者と方法】 2010年 4月から 2012年 5月までに
腹腔鏡下前立腺全摘除術を行った47例.年齢 :中央値68
歳 (50～73歳), PSA:中央値 6.76ng/ml (3.52～31.9ng/
ml).cT1c:26例, cT2a:10例, cT2b:7例, cT2c:2例,
cT3:2例.低リスク群 :13例,中リスク群 :24例,高リ






た.【結 果】 手術時間 :中央値 314分 (236～549分).
出血量 (尿込み):中央値 965ml (150～3000ml). 病理病
期 :pT2:39例, pT3a:7例 pT3b:1例. 断端陽性,
pT2:3/39,pT3:6/8.断端陽性率 :19％.リンパ節転移
1例. 開腹例なし. 合併症 :膀胱尿道吻合部からの尿漏
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上,第 12肋骨先端付近に約 5～ 6 cmの皮切をおき,経
後腹膜的にアプローチ.ポートは GelPOINT??を,光学
視管は 10mm 30°硬性鏡を使用.【結 果】 手術時間中
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【目 的】 上部尿路結石に対して軟性尿管鏡を使用した
経尿道的結石破砕術 (fTUL)の有用性を検討した.【対
象】 対象は 2011年 4月から 2012年 6月までに,上部
尿路結石に対して fTULを施行した 19例 (31件).年齢
は 43-87歳 (平均 65.0歳),前治療無効例 15例を含む.結
石数は単発 10例, 多発 6例, ステント付着腎盂内結石 3




【結 果】 手術時間は 59-154分 (平均 94分), 62.5％が
単回治療の後, 87％が 3回目までの治療でステントフ
リーとなった.合併症として尿管外尿溢流 1件,腎盂腎
炎 8件を経験した.在院日数は 3-18日 (平均 5.2日).











について検討した.対象は 2007年 10月から 2012年 3
月までの期間に水腎症に対し手術を施行した 45例,男
児 33例,女児 12例.患側は右 13例,左 32例.手術時分
腎機能正常であった症例は 25例, 45％以下の分腎機能
の低下を認めた症例は 20例であった.術後分腎機能を





り,乳児期の close follow upが必要と考えられた.
17．腎移植における抗 CD25モノクローナル抗体の使用
経験
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(MSA) 15例 (35％),多発性硬化症 (MS) 7例 (16％),
パーキンソン病 3例 (7％)などであった.初診時 LUTS
は,排尿困難 35例 (81％)(尿閉 10),尿失禁 12例 (28％)
であり,随伴症状は,歩行障害 17例,下肢知覚異常 15例,
起立性低血圧 6例である一方, 12例 (28％) が随伴症状
を認めなかった. 泌尿器科的治療は, カテーテル留置 8
例,内服 16例,CIC6例である一方,8例 (19％)に外科手
術が施行された.【まとめ】 MSA, MSという LUTS
を早期に合併する疾患が多くを占めた.
19．BONENAVI?の使用経験










100％, 特異度は 75％であった. 骨転移症例の BSIと
PSAの動向を比較したところ, 10例では動きが一致し
ていたが, 6例に不一致を認めた.このうち 4例は PSA


















の人口のほぼ 1％にあたり,「たかが 1％,されど 1％」を
モットーに第 9次研究に至る無作為比較試験を行い,現
在は,低侵襲で膀胱癌の存在診断・質的診断できるシス
テム構築を目指しています.プロトポルフィリンⅨを標
的に癌細胞を励起さす光力学診断を導入し,この手法を
細胞診に応用すると共に,選択的癌細胞採取機器を開発
し遺伝子診断への応用を行っています.
排尿障害については,蓄尿症状と求心路 C線維,夜間
多尿と抗利尿ホルモンならびに体内水分布の日内変動な
どを検討しましたが,カテーテルを用いる検査手技自体
に疑問を感じ,無拘束で日常生活動作を反映しうる無拘
束検査システムの開発を目指しました.文科省知的クラ
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